平成２４年第３回奥多摩町議会定例会　会議録

１　平成24年９月21日午前10時00分、第３回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　原島　伸行君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君
　　　　第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　浜野　武雄君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　守屋　吉彦君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住　民　課　長　宮田　昭治君　　福祉保健課長　清水　信行君

　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　川村　文雄君

　　　　教育課長　井上　永一君　　会計管理者　清水　　明君

　　　　病院事務長　河村　光春君

　　　　

　　　　

平成２４年第３回奥多摩町議会定例会議事日程[第４号]
平成24年 ９月21日（金）

午前10時00分・開議

会　期　　平成24年９月11日～９月21日（11日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長開議宣告
	――

	２
	認定第１号
	平成23年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について　　　　　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	３
	認定第２号
	平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　　　　　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	４
	認定第３号
	平成23年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　　　　　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	５
	認定第４号
	平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	６
	認定第５号
	平成23年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	７
	認定第６号
	平成23年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	８
	認定第７号
	平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	９
	認定第８号
	平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について　　（決算特別委員会委員長報告）
	原案認定

	10
	議案第68号
	　登計原総合グラウンド天然芝生化新設工事請負契約の変更について
	原案可決

	11
	議案第69号
	鳩の巣荘の指定管理者の指定の変更について
	原案可決

	12
	議員提出議案

第　３　号
	地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書
	原案可決

	13
	――
	奥多摩町農業委員会委員の推薦について
	決　　定

	14
	――
	各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について
	決　　定

	15
	――
	町長あいさつ
	――


　　（午前10時30分　閉会）
午前10時00分　開議

○議長（清水　典子君）　皆さん、おはようございます。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の日程はお手元に配付のとおりであります。

これより議案審議に入ります。日程第２　認定第１号　平成23度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について、日程第３　認定第２号　平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第４　認定第３号　平成23年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第５　認定第４号　平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第６　認定第５号　平成23年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第７　認定第６号　平成23年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第８　認定第７号　平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第９　認定第８号　平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について、以上８件を一括して議題とします。

本件については、去る９月11日、決算特別委員会に審査が付託され、本日、お手元にその結果が報告されております。

審査の経過及び結果について、決算特別委員会委員長　杉村良一議員から報告を願います。杉村　良一議員。

〔決算特別委員長　杉村　良一君　登壇〕

○決算特別委員長（杉村　良一君）　皆さん、おはようございます。委員長の杉村でございます。

ただいまより決算特別委員会議案審査報告をいたします。

　当委員会は、去る９月11日に開会された平成24年第３回定例町議会第１日に付託された、平成23年度の奥多摩町の、認定第１号　一般会計歳入歳出決算、認定第２号　都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算、認定第３号　山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算、認定第４号　国民健康保険特別会計歳入歳出決算、認定第５号　後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算、認定第６号　介護保険特別会計歳入歳出決算、認定第７号　下水道事業特別会計歳入歳出決算、認定第８号　国民健康保険病院事業会計決算、以上８件の議案について、９月18日と９月19日の２日間で審査を行いましたので、審査の結果についてご報告いたします。

審査の経過につきましては、２日間とも全委員が出席し、議長及び議会選出監査委員もオブザーバーとして出席されていましたので、審査経過の報告は省略し、結果のみ報告させていただきます。

認定第１号から認定第８号の全８会計の決算については、９月19日にそれぞれ採決を行った結果、いずれも委員多数の賛成により、原案のとおり認定すべきものと決定しました。

以上、決算特別委員会における議案審査結果の委員長の報告を終わります。

○議長（清水　典子君）　以上で、報告は終わりました。

　お諮りします。ただいま上程の決算特別委員会委員長報告についての、認定第１号から認定第８号までの各会計の決算の認定議案についての質疑は、この際、省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、認定第１号から認定第８号までの、各会計決算の認定議案についての質疑は省略することに決定しました。

次に、ただいま上程の認定第１号から認定第８号までについて、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。

　これより採決します。

　日程第２　認定第１号　平成23年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第１号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第３　認定第２号　平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第２号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第４　認定第３号　平成23年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第３号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第５　認定第４号　平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第４号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第６　認定第５号　平成23年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第５号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第７　認定第６号　平成23年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第６号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第８　認定第７号　平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第７号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第９　認定第８号　平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について、原案を認定することに賛成の議員は起立願います

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、認定第８号については原案を認定することに決定しました。

　次に、日程第10　議案第68号　登計原総合グラウンド天然芝生化新設工事請負契約の変更について、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第68号　登計原総合グラウンド天然芝生化新設工事請負契約の変更についての説明をさせていただきます。

　提案の理由でございますが、平成24年６月18日に締結したこの契約について、内容の一部に変更が生じたことに伴い、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

　変更の内容でございますが、平成24年第２回奥多摩町議会定例会におきまして、議案第53号として議決をいただいた登計原総合グラウンド天然芝生化新設工事請負契約についての一部について、下記のとおり変更するものでございます。

　変更前の金額4,469万8,500円を、変更後の金額6,157万2,000円とするものでございます。

契約の相手方は、東京都中野区東中野三丁目20番10号　イドムコ中野ビル４階、日本体育施設株式会社東京支店　支店長　岡村　賢氏です。

現在、変更仮契約を締結しておりますので、本日議決をいただきますと本契約となり、工期につきましては平成24年12月25日を予定しております。

変更工事の概要につきましては、所管の課長よりご説明をさせていただきます。ご審議の上、ご決定をいただきますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　それでは、変更工事概要についてご説明いたします。

　議案書を１枚おめくりください。

　工事件名、登計原総合グラウンド天然芝生化新設工事、工事場所、東京都西多摩郡奥多摩町氷川940番地でございます。

変更の理由でございますが、当初の予定では散水設備につきましては別工事で設置をする考えでございましたが、芝生の維持管理、グラウンドの使い勝手等の点から、スプリンクラーをグラウンド全体がカバーできるように、当初工事に含めて施工することがより効率的であるため、変更をお願いするものでございます。

変更の概要でございますが、散水設備工事といたしまして、後ほど添付図面でご説明いたしますが、スプリンクラーを15カ所、これは自動散水式でございます。給水管工事が547メートル、電線管工事が70メートル、電磁弁設置５カ所、仕切弁設置２カ所、受水槽（5,000リットル）設置、及び外野部分を掘削したところ、路盤が砕石であり水の浸透性等に問題があるため、芝生の維持管理に影響があるということから、路盤材を変更するものでございます。

添付図面に移らせていただきます。２枚おめくりください。

Ａ３版の図面となりますが、設置をいたします散水設備工事の平面図でございます。図面の左側中段より上のレフトの後方、現在、駐車場として使用している場所に、赤でお示ししてございますが、受水槽と散水制御盤・コントローラーを設置し、そこからグラウンド内に配管をいたします。５種類の色で配管を色分けしてございますが、受水槽から出た配水管から色分けをいたしました配管の枝分かれをする部分に電磁弁を設置いたします。その電磁弁から先の配管部分に、小さな二重丸でお示ししてございますけれども、これがスプリンクラーの設置場所となります。それぞれのスプリンクラーから散水することになりまして、５カ所設置いたします電磁弁で、電磁弁から先のスプリンクラーを管理するということになります。

散水の範囲は、円あるいは半円等でお示しした範囲で、設置するスプリンクラーの放水の範囲は、おおむね半径14メートルから20メートルでございまして、ほぼグラウンド全体に散水することができます。

次の図面をお願いいたします。こちらはスプリンクラー、電磁弁、仕切り弁及び散水制御盤・散水コントローラーの詳細図でございます。

一番左側がスプリンクラーでございます。水圧で自動的に地中からスプリンクラー内部が60ミリ浮き上がり散水をいたします。散水が終わりますと、その部分が地中に隠れまして、グランドの使用には影響がないようになってございます。また、回転の範囲等も設定できるということでございますので、スプリンクラーごとに散水の範囲を調整いたしまして、先ほどお示しした範囲の散水をするという予定でございます。

以上で変更工事概要の説明を終わります。ご審議をいただき、ご決定を賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第68号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第68号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第68号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第10　議案第68号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第68号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第11　議案第69号　鳩の巣荘の指定管理者の指定の変更について、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第69号　鳩の巣荘の指定管理者の指定の変更についての説明をさせていただきます。

　提案の理由につきましては、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第６項の規定により、指定管理者の指定の変更について、議会の議決を求めるものでございます。

　公の施設の名称は、鳩の巣荘でございます。

　指定管理者は、奥多摩総合開発株式会社でございます。

　指定の期間の変更内容は、変更前　平成21年４月１日から平成26年３月31日を、変更後　平成21年４月１日から平成24年９月30日とするものでございます。

　鳩の巣荘につきましては、平成25年度及び平成26年度の２カ年をかけて新たに建設整備を行う計画でございます。そのため、本年度下半期に既存建物を解体撤去することから、指定管理者の指定期間をこの９月30日とするものでございます。

　以上で議案第69号　鳩の巣荘の指定管理者の指定の変更についての説明を終わります。ご審議の上、ご決定をいただきますようお願いをいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第69号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第69号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第69号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第11　議案第69号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第69号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第12　議員提出議案第３号　地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書を議題とします。

　事務局長に議案を朗読させます。

○議会事務局長（浜野　武雄君）　議員提出議案第３号　地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書、上記の議案を提出する。

　平成24年９月21日提出、提出者、奥多摩町議会議員　須崎　眞、賛成者　同　石田芳英、同　宮野　亨、同　高橋邦男、同　原島幸次、同　杉村良一、同　村木征一、同　師岡伸公、同　酒井正利、同　竹内和男、同　前田悦男。奥多摩町議会議長殿。

理由、「地球温暖化対策のための税」の一定割合を、森林面積に応じて譲与する「地方財源を確保・充実する仕組み」を早急に構築するよう求めたいため。

以上でございます。

○議長（清水　典子君）　朗読は終わりました。

　お諮りします。本件については、提出者を含む全議員が賛成者でありますので、質疑並びに討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第12　議員提出議案第３号について、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、議員提出議案第３号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第13　奥多摩町農業委員会委員の推薦について、を議題とします。

　本件につきましては、農業委員会等に関する法律第12条第２号の規定に基づき、農業委員会の所掌に属する事項につき学識経験を有する者２名の推薦を、町長より依頼されております。本議会としては、濱野芳男君、坂村裕之君の２名を推薦したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、濱野芳男君、坂村裕之君の両名を奥多摩町農業委員会委員に推薦することに決定しました。

次に、日程第11　各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について、を議題とします。

　お諮りします。本件については、各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会から継続調査の申し出がありましたので、お手元に配付の継続調査事項表のとおり閉会中の継続調査にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本件については、それぞれ閉会中の継続調査とすることに決定しました。

　以上で、本定例会に付議された案件の審議はすべて終了しました。

　ここで本定例会の閉会にあたり、河村町長より挨拶があります。河村文夫町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　平成24年第３回奥多摩町議会定例会の閉会にあたり、ひとことご挨拶を申し上げます。

　９月11日開会いたしました今定例会には、条例の一部改正議案３件、平成23年度各会計決算の認定８件、報告３件、平成24年度各会計補正予算７件、奥多摩町教育委員会委員の任命の同意を求めることについての人事案件１件、契約案件４件、指定管理者の指定変更案件１件、計27件の議案の提案、報告をさせていただきました。全議案につきまして可決、認定、同意をいただき大変感謝を申し上げます。

　また、９月14日には８名の議員から12件の一般質問を受けるとともに、平成23年度各会計決算については、決算特別委員会の設置により、２日間にわたり審査をいただき、私を始め副町長、関係課長からご答弁をさせていただきました。

　このことを踏まえつつ、町の現況を認識し、今後の行財政運営を行ってまいりたいと考えております。

　さて、私は議会開会の都度、再三にわたり申し上げておりますが、国・都に財源依存をしている町の行財政環境は、依然として厳しい状況は現在も変わっておりません。今後の町政運営を継続かつ安定的に行うためには、財源の確保を最重点課題として取り組み、第４期長期総合計画を踏まえ、後期計画の着実な実施を行うことで、地域の安全・安心が保たれると考えております。

　終わりにあたりまして、このような社会経済の厳しい状況だからこそ、町の持つ地域特性である住民の絆の強さを発揮し、自助・共助・公助の精神を防災対策等、町政運営全般に波及し、町民が一丸となり進むことが小さな町の大きな原動力となり、町勢進展が加速すると考えております。

議員皆様、町民皆様のご理解をお願い申し上げまして、平成24年第３回町議会定例会の閉会の挨拶といたします。大変ご苦労様でございました。

○議長（清水　典子君）　以上で町長の挨拶は終わりました。

　以上をもって、平成24年第３回奥多摩町議会定例会を閉会とします。

　長時間の審議、大変ご苦労さまでした。

午前10時30分　閉会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会議長
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